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２０２０年東京五輪パラリンピック招致
＝悪天候下のマラソンレース 

• ローザンヌ・IOCへの開催都市説明会 

• 猪瀬知事「３０キロを越えたり。ゴールの風景
の一部が見えてきた。うちはまだ余力がある。
これから勝負をかける」 

 IOCの投票行動読めず。大？ 

  

 ＜９月７日のIOC総会＞ 

 フロアに質問 
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東京「不確実な時代の確実な五輪」 
＜東京＞ 
○コンパクトな会場配置・財政力・運営力 
  「Discover Tomorrow」「安全・安心・確実」 
●２回目の五輪。開催理念。 
 
＜イスタンブール＞ 
○イスラム圏初。経済成長。文化の交流地点 
●反政権デモ。会場配置。「Bridge Together」 
 
＜マドリード＞ 
○コンパクトな会場配置。スポーツ外交力。 
●深刻な財政危機。「Illuminate the Future」 
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東京だけが２回目 

• ●IOCは初ものが好き 

• ～ビジネス・マーケット。勲章ほしさ。 

• ２００８年北京、１６年リオデジャネイロ。 

• WHY？ メッセージ性「そこに山があるから」 

• 竹田理事長（サンクト・スポーツアコード） 

• 「WHYとHOWは不可分なもの。安全、安心、

確実に五輪が開催できるのは東京だけ。そ
れが東京で開く理由」 
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２回目のメリット 

• 新たな五輪の価値の創出。成長の確認。 

• レガシー・インフラ・バリアフリー。 

• 五輪運動。広がり＆深さは。 

• 複数回はロンドン３回、パリ２回、アテネ２回、
ロサンゼルス２回。アジアはゼロ。 

• 次世代のインスピレーション。 

5 



Discover Tomorrow 
～未来（あした）をつかもう 

• 国内スローガン 

 「今、ニッポンにはこの夢の力が必要だ」 

• 国際スローガン 

  Delivery（安全・確実な大会運営） 

      Celebration（世界中を魅了するダイナミックな祭典） 

      Innovation（革新がもたらす未来への貢献） 
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Contribution（貢献） 

• 資金力。約４，０００億円の準備基金。 

• 安全・コンパクトな会場配置。 

• 何をもたらしてくれるのか？ 

• 麻生太郎財務相 

• 「スポーツ・フォー・トゥモロー」プロジェクト 

• スポーツ途上国への人、カネ、ものの支援 
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不安定な社会情勢 

• 前回は無風下でのヨットレース→リオ勝利。 
• 悪天候下のマラソンレース→安定志向？ 
• イスタンブール～大規模な反政府デモ 
• ドーピングの大量違反。 
• ☆Integrity（清廉・ずるをしない） 
• ブラジル、イタリア大規模デモ。ソチ五輪、１６年
リオ五輪の準備の遅れ、ブラジルW杯会場の建
設遅れ・・・。 

• マドリード～経済不安。 
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マドリードがジャンプ？ 

• IOC開催都市説明会 

• プレゼンにフェリペ皇太子を投入。 

• 外交力抜群～サマランチJr. らIOC委員３人。
王室外交。カルロス国王。ソフィア王妃。 

• 経済的に不安定なマドリードに？？？ 

• IOCの投票行動はナゾ。 
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オール・ジャパン体制 

• 政府、財界の支援。五輪選手のパワー。 

• ロイヤルファミリーは？ 

• 竹田恒和IOC委員～竹田恒徳氏のご子息 

• 「やはりIOC委員にはIOC委員が一番」 

• 猪瀬知事の失言の影響は。 
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ロビー活動を制する者が勝負を制す 

• IOCパレスホテル。「魑魅魍魎」たる情景 

• ～「これは参加賞」 

• コンサルの細かいアドバイス。 

• 「勝負が決まるのは、正攻法のロビー活動以
外の舞台裏、水面下のロビー活動。勝つ戦
略が二重、三重にできていないといけない」 
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２回目の戦略 

＜２０１６年五輪レース＞ 

• リオ    ２６ ４６ ６６ 

• マドリード  ２８ ２９ ３２ 

• 東京     ２２ ２０ 

• シカゴ    １８ 

• ○△× マドリード敗退、イスタンブール敗退
のケースは。イスタンブールとの決戦有利？ 
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ＩＯＣ委員は１０４人 

• １００人＋新選手委員４人＝１０４人 

＜勢力図＞ 

• 欧州４５人、アジア２３人、アメリカ１８人、アフ
リカ１２人、オセアニア６人。 

• １回目の投票はー６の９８人。 

• 欧州４０人、アジア２２人、アメリカ１８人、アフ
リカ１２人、オセアニア６人。 

13 



大票田の欧州は。 

• ２０２４年はパリ１００周年五輪？ 

• ２０２８年はアムステルダム１００周年五輪？ 

• 「２０年東京、２４年米国、２８年アムステルダム」
～大陸ローテーションは。 

• １２年ロンドンのあと。１８年平昌のあと。     
五輪ビジネスのマーケット効果は。 
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ＩＯＣ会長選、五輪追加競技・・・ 

• トーマス・バッハ副会長（ドイツ） 
• CKウン副会長（シンガポール） 
• キャリオン財務委員長（プエルトリコ） 
• 呉経国（台湾） 
• オズワルド委員（スイス） 
• ブブカ理事（ウクライナ） 
 
→勝ち馬に乗る傾向 
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一寸先は闇・スポーツ外交力 

• 「Keep in touch（仲良し）作戦」 
• 世界水泳、世界陸上、世界柔道・・・。 
• 前回リオは「なんでもあり」で票固め。 
• 招致活動費は。魅力的な条件提示。 
• 「目に見えない力」 
• チカラ＝国際政治力学  
• マドリード・東京・イスタンブール 混戦模様？ 
 →東京の夢実現なるか！！！ 
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